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平成20年国民年金被保険者実態臍査の概要  

1．礪査の目的   

国民年金第1号被保険者（以下「第1号被保険者」という。）について、保険料の納   

付状況ごとに、その実態を明らかにし、被保険者の収入、被保険者の国民年金に対する   

意識、保険料未納の理由など今後の国民年金事業運営に必要な資料を得ることを目的と   

する。  

2．爛査の橿類   

調査は、第1号被保険者に対して直接調査する「郵送調査」と、第1号被保険者の情   

報（所得、課税の状況など）について、市区町村職員が転記する「所得等調査」により   

梢成される。  

8．爛査の対t  

（1）対壕範囲  

平成20年3月末現在で20～59歳であった、全国の第1号被保険者及びその属する  

世帯。ただし、以下の者を除く。  

ア 任意加入被保険者  

イ 外国人  

ウ 法定免除者  

二 転出による住所不明者  

なお、調査対壕となる第1号被保険者は1，831万6千人である。   

（2）調査客体数  

所得等調査については、684市区町村に約12万人分の調査票を送付した。  

また、郵送調査については、所得等調査の調査対象となった者のうち、約6万人に  

直接調査票を送付したい   

（3）抽出方法  

屑化2段無作為抽出によって、（2）の調査客体を選定した。  

1段：都市規模別に市区町村を迦定  

2段：1段目で選定した市区町村に住む第1号被保険者を、保険料納付状況、年  

齢階級別に選定  

なお、各桝の区分については、以下のとおり。  

ア 都市規模（3区分）  

① 大都市（東京都特別区部及び政令指定都市）  

② 中都市（①以外の人口20万以上の市及び県庁所在市）  

③ 小都市・町村（①、②以外の市町村）   



イ 保険料納付状況（6区分）   

① 完納者  ② 一部納付者   

④ 申請全額免除者  ⑤ 学生納付特例者  

ウ 年齢階級（8区分）  

③ 1号期間滞納者  

⑥ 若年者納付猶予  

（D 20～24歳  

④ 35～39歳  

（∋ 50～54歳  
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4．爛査旬方法   

郵送調査、所得等調査とも、社会保険庁から調査客体（郵送調査は第1号被保険者、   

所得等調査は市区町村）に調査票を郵送で送付し、郵送で回収した。なお、調査時期は   

郵送調査が平成20年12月～平成21年2月、所得等調査が平成21年1月～2月となっ   

ている。  

6．回収車  

（1）郵送調査  

回 収 率   有効回答数／調査対象数   

完納者   63．3 ％   2，596 ／ 4，104   

一部納付者   46．8 ％   7，612 ／16，275   

1号欄間滞納者  25．7 ％   7，414 ／28，896   

申紺全額免除者   46．2 ％   2，525 ／ 5，460   

学生納付特例者   52，9 ％   1，016 ／1，920   

若年者納付猶予   43．8 ％   1，682 ／ 3，840   

計   37．8 ％   22，845 ／60，495   

（2）所得等調査  

96．8％（調査対象684市区町村、662市区町村回答）  

6．共計方法   

都市規模（大都市、中都市、小都市・町村）、納付状況（完納者、一部納付者、1号   

期間滞納者、申請全額免除者、学生納付特例者、若年者納付猶予）、年齢階級（20～24   

歳、25～29歳、30～34歳、35～39歳、40歳～44歳、45～49歳、50～54歳、55～59歳）   

別に屑を区分し、屑ごとに母集団数／有効回答数を集計乗率として集計している。具体   

的な集計値の算出方法は次例のとおりである。  

なお、本調査の集計値には、標本抽出に起因する標本誤差がある。  

＜集計例＞   

前納制度を知っている割合に係る集計値について、回答者～の集計乗準を町とし、   

その回答ズ7を、前納制度を知っている場合は1、知らない場合は0とすると、大都市  

意ざノ∫＝忍ノとなる0   
王：   

の前納制度を知っている人の割合（推計値）は、  



平成20年国民年金被保険者実態調査結果の概要  

第1章  魚険料納付状況の概要   

1．保険料納付状況別の被俣鹸音数   

調査対象とした国民年金第1号被保険者1，831万6千人の保険料納付状況をみると、   

納付者が986万5千人（総数の53．9％）（うち完納者が794万5千人（同43．4％）、   

一部納付者が192万人（同10．5％））、1号期間滞納者が433万人（同23．6％）、申   

請全額免除者が204万4千人（同11．2％）、学生納付特例者が170万4千人（同9．3％）、   

また、若年者納付猶予制度の導入により、若年者納付猶予の者が37万4千人（同2．0％）   

となっている（表1）。   

保険料納付状況の推移を平成17年調査と比較すると、納付者については148万6千   

人の減少となっており、1号期間滞納者については62万7千人の減少となっている（図  

1）。  

表1 男女別保険料納付状況  

一 部  1号期間  申請全額  学生納付  若 年 者  
総 数                  納付者  完納者         納付者  滞納 者  免除者  特 例者  納付猶予   

（単位：千人）  

総数  柑．316  9．865  7．945   1．920  4，330  2．044   1，704  374   

男子   9．251   4．735  3．751  984  2，506  835  985  190   

女子   9．065  5．130  4．194  936   1．823  L209  719  184   

（単位：％）  

総数  100．0  53．9  43，4  10．5  23．6  11．2  9，3  2．0   

男子   100，0  51．2  40．5  10．6  27．1  9．0  10．6  2．1   

女子   100，0  56．6  46．3  10．3  20．1   13．3  7．9  2．0   

図1 保険料納付状況の推移（単位：千人）  

巳若年者納付猶予  

18′316 【】学生納付特例者  

8申請全銀免除者  

つ1号期間滞納者  

□納付書  

平成14年調査  平成17年調査  平成20年調査   

注 平成14年訓け■モの数仙一は朋査年の4月又は5月に資格喪失をした者を含まない。  

－1一   



届出適用者・手帳送付者別に保険料納付状況をみると、届出適用者（1，464万9千人）  

では、納付者が60．5％、1号期間滞納者が19．7％となっているのに対し、手帳送付者  

（366万7千人）では、納付者が27．3％、1号期間滞納者が39．4％となっており、手帳  

送付者の方が1号期間滞納者の割合が高くなっている（表2）。  

表2 届出適用者・手帳送付音別保険料納付状況  

1号期間  申請全額  学生納付  若年者  

総 数                納付者  完納者   

（単位：千人）  

総数  18，316  9．865  7．945   1，920  4，330  2．044   1．704  374   
届出適用者   14，649  8．863  7，253   1，610  2．886   1，700   1．038  162   
手帳送付者   3．667   1，002  692  310   1．444  343  665  213   

（単位：％）  

総数  100．0  53．9  43．4  10．5  23．6  11．2  9．3  2．0   
届出適用者   100．0  60．5  49．5  11．0  19．7  11．6  7．1  1．1   
手帳送付者   100．0  27．3  18．9  8．4  39．4  9．4  18．1  5．8   

年齢階級別に保険料納付状況をみると、1号期間滞納者の割合は25～29歳で最も高く  

（32．1％）、これ以上の年齢階級では、年齢が上がるにつれ低くなっている（表3）r  

表3 年齢階級別保険料納付状況  

1号期間  申請全額  学生納付  若年者  

総 数                納付者  完納者   

（単位：千人）  

総数  18，316  9，865  7．945   1，920  4．330  2，044   1，704  374   
20～24歳   3．920   1．108  871  237  809  169   1，606  229   
25～29歳   1．980  914  670  244  635  206  79  146   
30～34歳   1．934   1．055  794  261  614  252  12  0   

35～39歳   1．953   1．103  856  248  560  286  4  0   

40－44歳   1．654  961  763  198  446  246  1  0   

45～49歳   1，560  989  802  187  352  219  0  0   

50－54歳   1，909   1，272   1．053  219  386  251  0  0   

55～59歳   3，405  2．463  2．137  326  528  415  0  0   

（単位：％）  

総数  100．0  53．9  43．4  10．5  23，6  11．2  9．3  2．0   
20～24歳   100．0  28．3  22．2  6．1  20．6  4．3  41．0  5．8   
25～29歳   100．0  46．2  33．8  12．3  32．1   10．4  4．0  7．4   
30－34歳   100，0  54．6  41．0  13．5  31．8  13．0  0．6  0．0   
35～39歳   100．0  56．5  43．8  12．7  28．7  14．6  0．2  0．0   
40～朋鰻   100．0  58．1  46．1   11．9  26．9  14．9  0．1  0．0   
45～49戴   100．0  63．4  51．4  12．0  22．6  14．0  0．0  0．0   
50～54脆   100．0  66．6  55．2  11．5  20．2  13．1  0．0  0．0   
55－59脆   100．0  72．3  62．8  9．6  15．5  12．2  0．0  0，0   

－ 2 －   



平成17年調査と比較すると、年齢が20～39歳の階級において、 1号期間滞納者数及  

び割合が減少している（図2）。  

図2 年齢階級別1号期間滞納状況の変化  
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都市規模別に保険料納付状況をみると、小都市・町村では納付者の割合が高く  

（56．6％）、大都市では1号期間滞納者の割合が高くなっている（27．1％）（表4）。  

表4 都市規模別保険料納付状況  

1号期間  申請全額  学生納付  若年者  

総 数                納付者  完納者   

（単位：千人）  

総数  柑，316  9．865  7．945  1，920  4，330  2，044  1．704  374   

大都市   4，972  2，514   1．985  529   1，349  510  504  94   

中都市   4．526  2，357  1，893  465  1，106  499  465  98   
小都市・町村   8．818  4，993  4，067  926  1，874   1．035  734  柑2   

（単位：％）  

総数  100．0  53．9  43，4  10．5  23．6  11，2  9．3  2．0   

大都市   100．0  50．6  39．9  10．6  27．1  10．2  10．1  1．9   

中都市   100．0  52．1  41．8  10，3  24．4  11．0  10．3  2．2   

小都市・町村   100．0  56．6  46、1  10．5  21．3  11．7  8．3  2．1   

－ 3 －   



年齢階級、都市規模別に1号期間滞納者割合をみると、大都市の30～39歳において  

最も高くなっている。また、全ての年齢階級において都市規模が大きくなるほど1号期  

間滞納者割合が高くなっている（図3）。  

図3 年齢階級、都市規模別1号期間滞納者数及び割合  

2．納付月数の状況   

平成19年度中の保険料の納付対象月数が12月の者について納付月数をみると、12月   

納付（全月納付）の者は60．7％となっており、一方12月未納（納付月数0月）の者は   

30．3％となっている（図4）。  

図．4 納付月数別被保険者割合  
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辛2手  就業状況   

1．競♯状況   

第1号被保険者の就業状況をみると、自営業主が15．9％、家族従業者が10．3％、常用   

雇用が13．3％、臨時・パートが26．1％、無職が30．6％となっている。   

男女別にみると、男子では自営業主、女子では無職に次いで臨時・パートの占める割   

合が高くなっている（表5）。   

年齢階級別にみると、若年齢層では常用雇用や臨時・パート、高年齢屑では自営業主   

の占める割合が他の年齢層に比べ高い傾向がある（表6）。   

都市規模別にみると、大都市では常用雇用や臨時・パート、小都市・町村では家族従   

業者の占める割合が他の都市規模に比べ高くなっている（表7）。  

表5 男女・保険料納付状況別就業状況  
（単位：％）  

総数   
男子   
女子  

納付者  
完納者  
一部納付看  

1号期間滞納者   

申請全額免除者   
学生納付特例者   
若年者納付猶予  
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表6 年齢階級別就業状況  
（単位：％）  

自営  家族  常用  臨時・  
総 数  

業主  従業者  雇用  パート   
無 職   不 詳   

総数   100．0  15．9  10．3  13、3  26．1  30，6  3．8   

20～24歳   100．0  2．7  2．4  19、0  35．8  37＿1  2．9   

25～29歳   100，0  7．4  8．3  20．1  31．0  29．3  3．8   

30～34歳   100．0  12．5  10，7  14、6  26．5  32．2  3．5   

35～39歳   100．0  19．8  12．5  13、3  23．9  26．1  4．3   

40～44歳   100．0  21．5  16．3  10、7  22．8  24＿8  3．9   

45～49歳   100．0  25．9  12．9  1乙6  20．7  23．5  3．4   

50～54歳   100．0  26．0  13．9  9．4  21．5  25．4  3．7   

55～59歳   100．0  21．6  12．0  4．2  20．0  37．2  4．9   

表7 都市規模別就業状況  

（単位：％）  

自営  家族  常用  臨時・  
総 数  

業主  従業者  雇用  パート   
無 職   不 詳   

総数   100．0  15．9  10．3  13．3  26．1  30．6  3．8   

大都市   100．0  16．1  8．2  14．9  27．5  30．0  3．3   

中都市   100．0  15．6  9′6  12．8  26．6  31．5  4．0   

小都市・町村   100．0  16．2  12－8  12．4  24．5  30．2  4．0   

－ 5 －   



就業状況別に保険料納付状況をみると、常用雇用や臨時・パートは1号期間滞納者の  

割合が高くなっている（図5）。  

図5 就業状況別保険料納付状況  
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■1号期間滞納者  
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0％   10％   20％   30％   40％   50％   60％   70％   80％   90％  100％  

第1号被保険者の就業状況をみると、無職の占める割合が姑も多く、次いで臨時・パ  

ートの割合が多くなっている。（図6）。  

図6 就業状況割合の推移  

平成14年納査  

平成17年細萱  

平成20年細萱  

0％    10％    20％    30％    40％    50％    60％    70％  

口自 営  ●家 族  8常 用  D臨時・  田★ 駄  
兼 主  従業者  t用  パート  

＆0％    90％   100％  

口不 詳  

注 平成17年以前については、調査年の4月又は5月に資格喪失をした者が含まれていないが、  

平成20年では含まれるため、推移をみる場合には注意が必要である。   

2．■集の内容  

第1号被保険者のうち就業者について、 その事業の内容をみると、「その他のサービ   

ス某」の割合が最も高く（13．5％）、次いで卸売・小売業（11．5％）、建設業（11．2％）   

の占める割合が高くなっている（表8）。  
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表8 保険料納付状況別事業の内容  
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 就業者総数   

農林漁業   
鉱業   
建設業   

製造業   

t気・ガス・熱供給・水道業   
情報通信業   
運輸業   
卸売・小売業   
金融・保険業   
不動産業   
飲食店・宿泊業   
医療■福祉   
教育・学習支援案   
学術・間発研究機棉   
複合サービス手業   
対個人サービス．娯楽業   

修理．物品賃貸．廃棄物処理   
広告．その他の事業サービス   
政治・経済・文化団体   
その他のサービス菓   
公務   

事業の内容別に保険料納付状況をみると、農林漁業は納付者の割合が最も高くなって  

いる（82．1％）（表9）し。  

表9 事業の内容別保険料納付状況  
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就業者総数   
農林漁業   
鉱業   
建設業   

製造業   

電気・ガス・熱供給・水道業   

情報通信業   
運輸業   
卸売・小売業   
金融・保険業   
不動産業   
飲食店・宿泊業   
医療・福祉   
教育・学習支援葉   
学術・開発研究機楕   
複合サービス事業   
対個人サービス．娯楽業   

修理一 物品賃貸，廃棄物処理   

広告．その他の事業サービス   
政治・経済・文化団体   
その他のサービス菓   
公務   
不詳   



書8辛  世帯の状況、所得・支出の状況  

1．世帯の人数及び第1号被保険者数   

第1号被保険者の属する世帯の平均世帯人員数は3．2人となっている。   

保険料納付状況別に単身世帯（世帯人員1人の世帯）の占める割合をみると、1号期   

間滞納者（24．1％）及び申請全額免除者（20．8％）で高くなっている（表10）。   

また、都市規模別にみると、大都市は単身世帯の割合が他の都市規模に比べ高くなっ   

ている（22．6％）（表11）。   

単身世帯における保険料納付状況をみると、1号期間滞納者の割合は非単身世帯（世   

帯の人数が2人以上の世帯）に比べ高くなっている（図7）。  

なお、第1号被保険者の属する世帯の第1号被保険者数は平均で1．7人となっている   

（表12）。  

表10 保険料納付状況別世帯人員  

平均  
（人）   総 数  1人  2人  3人  4人  5人  6人 以上  不評   

（単位：％）  

総数  100．0   15．7   17．1   24．1   23．9   10．7  7．1  1．5   3．2  
納付書   100．0  11．5  18．4   26．2   24．3   10．3  8．3  1．0  3．3   
完納者   100．0   10．6   18．7   26．5   24．3   10．2  8．7  1．0  3．4   
一部納付者   100．0   15．0   17．1   24．8   24．2   10．6  6．8  1．4  3．2   

1号期間滞納者   100．0   24．1  16．5   21．7   20．7  9．6  5．1  2．3  2．9   
申請全額免除者   100．0   20．8   24．3   23．5   17．7  7．8  4．6  1．3  2．8   
学生納付特例者   100．0   15．8  3．7   17．4   35．1  18．3  7．7  2．1  3．6   

100．0  3．9  若年者納付猶予          8．4   27．0   34．3   17．3    7．6   1．5         3．8   
注 平均（人）は不詳の什を除く。  

表11都市規模別世帯人員  

総 数  1人   2人   3人   4人   5人   
6人 以上   平均 （人）                   不評   

（単位：％）  

総数  100．0  15．7  17」  24．1  23．9  10．7  7．1  1．5   3．2  

大都市   100．0  22．6  18．4   22．9   22．3  7．8  3．0  3．0  2．8   

中都市   100．0   15．0  17．2   25．1  25．0  10．7  6．0  1．0  3．2   
小都市・町村   100．0  10．7  15．9  24．0   24．1   13．1   11．6  0．6  3．6   

注 平均（人）は不詳の甘を除く。  

図7 単身世帯・非単身世帯別保険料納付状況  

若年者納付猶予  

－ 8 －   



表12 世帯における第1号被保険者数  

総 数   1人   2人   3人   
4人  

不詳   
平均  

以上  く人）  

（単位：％）  

総数  100．0  48．1  32．9  8．6  3．2  7．1   
納付書   100．0  44，8  35．8  9．0  3．6  6，7  1．7   

完納肴   100．0  44．7  36．0  9．1  3．8  6．5  1．7   
一部納付看   100．0  45．5  35．2  8．8  3．0  7．6  1．7   

1号期間滞納者   100．0  51．2  31．1  7．5  2．6  7．6  1．6   
中綿全額免除者   100．0  50，8  32．5  7．7  2．3  6．8  1．6   
学生納付特例者   100．0  57．2  21．8  9．4  2．8  8．9  1．5   
若年者納付猶予   100．0  46．7  28．5  13．0  5．1  6．6  1．8   

注 平均（人）は不詳を除く。   

2．世幕の消暮支出月ヰ   

第1号被保険者の属する世帯の消費支出月額の分布をみると、消抒支出5～10万円を   

山とする分布となっている（図8）。   

保険料納付状況別にみると、1号期間滞納者の方が納付者に比べ消理支出が低い傾向   

がある（図9，10）。 

図8 世帯の消貴支出月額階級別第1号被保険者割合（総数）  

％）   

26  

24  

Z2  

上しさ  

】8  

le6 

注 世帯の消曹支出月額が不詳の者を除く。  
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図9 世帯の消費支出月額階級別第1号被保険者割合（納付者）  
、ヽ  

世仰の消曹支出月晰が不詳の廿を除く。  注   

図10 世帯の消費支出月額階級別第1号被保険者割合（1号期間滞納者）  

注 世帯の消費支出月額が不詳の者を除く  
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8．世鞭の所得状潔   

第1号被保険者の属する世帯の総所得金額の分布をみると、平均が469万円、中位数   

が298万円となっており、所得が増加するにつれ割合が低くなる傾向がある（図11）。  

％）  図11世帯の総所得金額階級別第1号被保険者割合（総数）  
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保険料納付状況別に第1号被保険者の属する世帯の総所得金額の分布をみると、納付  

者の平均が555万円、中位数が357万円となっているのに対し、1号期間滞納者は平均  

が342方円、中位数が238万円となっている。  

1号期間滞納者は低所得者の割合が納付者に比べ高くなっている一方、1，000万円以  

上の者も4．0％いる（図12、13）。  
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図12 世帯の総所得金額階級別第1号被保険者割合（納付者）  
l勺、  

22  

20  

18  

注 世相＝の総所郎企紬が不詳の貯を除く。   

図13 世帯の総所得金額階級別第1号被保険者割合（1号期間滞納者）  
〔「  
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経 世帯の総所得金額が不詳の抒を除く。  
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世帯の総所得金額階級別に第1号被保険者本人の保険料納付状況をみると、所得が低  

いほど1号期間滞納者の占める割合が高くなる傾向があるが、所得が1，000万円以上で  

あっても1号期間滞納者が9．6％いる。   

一方、所得が低くなるにつれ申請全額免除者の割合は高くなっているが、所得なしで  

あっても保険料を完納している者が27．3％いる（図14）。  

図14 世帯の総所得金額階級別保険料納付状況  
D（i  ヱ2  

1．0〔10万円以上  

ロ完納者  
8一部納付書  

8申。昌全額免除者  

口字生納†寸特例者  
D若年者納†寸tホ予  

■1号期間滞納者   

D－～D〔I万円未満  

所得ちし  

D％  10％  之0％  30％  40％  58％  60％  7【】％  80％  90％  1〔10％  

注 回答不詳以外の骨に対する割合である。  

本人の就業状況別に世′～けの総所得の状況をみると、臨時・パートや無職において低所  

得者の割合が高くなっている（図15）。  

図15 就業状況別世帯の総所得の状況  

家 族  

従業者  

ロ所得なし  

■0～200万夫満   

19200～500   

日500～1′000  

日1，000万円以上   

無 職  153  

0％  10％    20％    30％   40％    50％    60％    70％    80％    90％   100％   

注 回答不詳以外の者に対する割合である。  
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4．本人の所得状況  

第1号被保険者本人の総所得金額の分布をみると、平均が133万円、中位数が38万円   

となっており、所得が増加するにつれ割合が低くなる傾向にある。  

また、所得が50万円未満の者が約半数を占め、所得なしの者は全体の3分の1以上に   

達している（図16）。  

図16 本人の総所得金額階級別第1号被保険者割合（総数）   

保険料納付状況別に第1号被保険者本人の総所料金額の分布をみると、納付者の平均  

が178万円、中位数が76万円となっているのに対し、1号期間滞納者は平均が113万  

円、中位数が63万円となっている。   

納付者は低所得者の割合が1号期間滞納者に比べ若干低くなっている（図17、18）。  

ー14 －  

†   



図17 本人の総所得金額階級別第1号被保険者割合（納付者）  

注 本人の絞所刊金紬が不詳の者を除く。  

図18 本人の総所得金額階級別第1号被保険者割合（1号期間滞納者）  

注
 
 

本人の総所得金甑が不詳の者を除く。  
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保険料納付状況別に第1号被保険者本人の平均総所得金額をみると、完納者が188万  

1千円、一部納付者が134万1千円、1号期間滞納者が113万1千円、申請全額免除者  

が42万1千円、学生納付特例者が15万3千円、若年者納付猶予が31万2千円となっ  

ている。   

また、男女別にみると、男子が185万3千円、女子が80万3千円となっている  

（表13）。  

表13 男女、保険料納付状況別本人の平均総所得金額  

（単位：万円）  

1早期間  申隋全額  学生納付  若年者  

総 数                納付肴  究納看   

総数   132．5   177．7   188．1   134．1   113．1  42．1   15．3  31．2   
男子   185．3  252．8  269．5   188．0   152．1  62．8  17．7  32．5   
女子   80．3   107．7   114．5  76．5  62．8  28．3  12．2  30．0   

江 本人の総所得金砂が不詳の者を除く。   

年齢階級別に第1号被保険者本人の平均総所得金額をみると、若年齢屑においては納  

付者と1号期間滞納者とで大きな差はない（図19）。  

図19 年齢階級別本人の平均総所得金額  

ペー1酢敗  

十納付肴   

1号期間滞納者  

20～24  2S～29  30～∋4  35～∋う  40～44  45～49  50～54  55～59 （歳）   

注 本人の総所得金額が不詳の者を除く。  
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第4千  国民せ鷹保険（市町村）の保険料く税）の眈蛛状況及び納付状況   

第1号被保険者のうち国民健康保険（市町村）（以下、「国保」という。）に加入し  

ている者は、70．0％となっている。   

国保加入者について、国保保険料（税）の賦課状況をみると、「軽減なし」が71．0％、  

「軽減あり」が29．0％となっている。また、国民年金保険料の納付状況別に「軽減なし」  

の割合をみると、納付者は79．6％、1号期間滞納者は76．7％、学生納付特例者は71．1％、  

若年者納付猶予は82．7％となっているのに対し、申請全額免除者は23．4％となってお  

り、申請全額免除者は国保保険料（税）についても軽減措置を受けている割合が高くな  

っている（表14）。  

表14 保険料納付状況別国保保険料賦課状況  

（単位：％）  

国保  
総 数  賦 課   非加入   

（再掲）  

その他   葬式課   なし   あり   

総数   100．0  70．0  26．9  1，0  2．1      100．0  71．0  29．0   

納付者   100．0  74．3  23．1  0．7  1．9      100．0  79．6  20．4   

完納者   100，0  73．6  23．8  0．7  1．9      100．0  79，3  20．7   

一部納付者   100．0  77．0  20，3  0．9  1．9      100．0  81．0  19，0   

1号期間滞納者   100．0  74．4  22，1  1．4  2．1  100．0  76．7  23．3   

申請全額免除者   100．0  84，4  13．0  0．7  1．8      100．0  23．4  76．6   

学生納付特例者   100．0  18．4  75，4  2．3  3，9      100．0  71．1 28．9   

若年者納付猶予   100．0  44．8  50．1  1．2  4．0      100．0  82．7  17．3   

注 師湖状況が「不詳」のものを除く。  

また、国保加入者について、 国保の保険料（税）納付状況をみると、「全月納付」が   

82．2％、「一部納付」が10．1％、「全月未納」が7．6％となっている。   

国民年金保険料の納付状況別にみると、国民年金の納付者では国保の「全月納付」が   

94．0％、国民年金の1号期間滞納者では国保の「全月納付」が57．5％となっており、国   

民年金保険料を滞納していても6割近くは国保の保険料を全月納めている（表15）。  

表15 国民年金保険料の納付状況別国保保険料（税）の納付状況  
（単位：％）  

総 数   
全月  一部  全月  

納付  納付  未納   
不 詳   

総数   100．0  82．2  10．1  7．6  0．1   

納付者   100．0  94．0  4．3  1．5  0．1   

完納者   100．0  96．6  2．4  0．9  0．1   

一部納付者   100．0  83．7  12，0  4．1  0．1   

1号期間滞納者   100．0  57．5  20．8  21．5  0．1   

申請全額免除者   100．0  77．2  14，5  8．1  0．1   

学生納付特例者   100．0  89．4  6．7  3．9  0．0   

若年者納付猶予   100，0  80．9  11．7  7．2  0．1   

注 国民健康保険（市町村）に加入している者についての集計である。  

－17 －   




